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▲高齢者軽スポーツ大会から

▲京王線府中駅構内

備　

邦
彦
議
員　

平
成
11
年
に
制

定
さ
れ
た
府
中
市
環
境
基
本
条
例

に
基
づ
き
、
こ
こ
で
府
中
市
環
境

基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
、
そ
の
重

点
施
策
の
一
つ
と
し
て
、
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
な
ど
有
害
物
質
対
策
の

推
進
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
い
ま
だ
に
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
の
発
生
が
心
配
さ
れ
る
家

庭
用
焼
却
炉
が
見
受
け
ら
れ
、
現

に
ま
だ
使
用
し
て
い
る
所
も
あ
る

よ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
焼
却
炉
に
つ
い
て
、

早
急
な
対
処
が
必
要
と
思
う
が
、

更
な
る
回
収
・
処
分
に
向
け
、
市

の
考
え
を
聞
き
た
い
。

環
境
安
全
部
長　

市
で
は
こ
れ
ま

で
、
市
民
か
ら
の
申
出
が
あ
っ
た

場
合
に
は
無
償
で
回
収
を
行
い
、

処
分
を
行
っ
て
き
た
。

　

市
内
に
残
る
焼
却
炉
に
つ
い
て

は
、
再
度
、
市
民
へ
の
チ
ラ
シ
の

配
布
や
、
広
報
等
を
通
じ
て
法
令

の
趣
旨
を
徹
底
す
る
等
、
回
収
に

向
け
更
に
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
た
い
。

　

市
内
大
学
等
と
の
図
書
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
に
つ
い
て

池
田　

茂
二
議
員　

地
方
分
権
と

言
わ
れ
だ
し
て
久
し
い
。

　

本
来
、
地
方
分
権
の
推
進
に
は
、

地
方
自
治
体
の
権
限
と
そ
の
財
源

が
一
体
と
な
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

　

財
源
の
移
譲
が
先
送
り
さ
れ
て

き
た
た
め
、
地
方
分
権
が
進
ま
な

い
と
思
う
。

　

そ
こ
で
、
財
源
移
譲
に
つ
い
て

国
の
動
向
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。
ま
た
、
市
と
し
て
ど
の

よ
う
な
対
応
を
し
て
い
く
の
か
、

考
え
を
聞
き
た
い
。

総
務
部
長　

現
在
、
国
に
お
い
て

は
、
財
源
移
譲
と
国
庫
補
助
負
担

金
の
縮
減
、
地
方
交
付
税
の
見
直

し
を
合
わ
せ
て
行
う
、
三
位
一
体

の
改
革
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。

　

税
源
配
分
の
具
体
的
な
改
革
案

が
本
年
６
月
に
ま
と
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
動
向
を

注
目
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
と
し
て
は
、
今
後
も
、

税
財
源
の
移
譲
を
東
京
都
市
長
会

や
全
国
市
長
会
を
通
し
、
引
き
続

き
強
く
要
望
を
続
け
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

教
育
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

稲
津　

憲
護
議
員　

少
数
で
は
あ

る
が
、
心
と
体
の
性
が
一
致
し
な

い
性
同
一
性
障
害
者
や
半
陰
陽
の

人
た
ち
は
、
性
に
対
す
る
社
会
認

識
の
狭
間
で
生
活
を
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
人
た
ち
に
対
す
る
社

会
的
環
境
の
改
善
や
人
権
的
な
見

地
か
ら
制
度
上
の
壁
を
少
し
で
も

低
く
し
て
い
く
こ
と
が
、
本
当
の

意
味
で
の
開
か
れ
た
市
政
、
市
の

責
務
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
次
の
取
扱
い
に
つ
い

て
考
え
を
聞
き
た
い
。
①
健
康
診

断
等
で
の
対
応
は
②
印
鑑
登
録
証

明
書
の
性
別
記
載
は
③
窓
口
担
当

者
等
の
研
修
は
④
選
挙
時
の
投
票

所
入
場
整
理
券
の
性
別
記
載
は
。

生
活
文
化
部
長　

①
成
人
健
康
診

断
は
、
個
々
の
対
応
は
で
き
る
が
、

男
女
の
日
程
を
分
け
て
実
施
す
る

人
間
ド
ッ
ク
な
ど
は
難
し
い
②
法

令
等
や
他
市
の
状
況
を
見
て
検
討

し
た
い
③
職
員
一
人
ひ
と
り
の
認

識
が
必
要
で
あ
る
の
で
、
窓
口
対

応
を
徹
底
し
て
い
き
た
い
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長　

④

選
挙
管
理
委
員
会
へ
報
告
を
し
て

い
き
た
い
。

手
塚　

歳
久
議
員　

誰
も
が
生
き

生
き
と
活
動
し
、
い
つ
ま
で
も
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し

て
、
以
下
の
３
点
に
つ
い
て
聞
き

た
い
。
①
元
気
に
活
動
し
て
い
る

高
齢
者
へ
の
支
援
は
②
生
涯
学
習

の
充
実
施
策
は
③
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
の
進
ち
ょ
く
状
況
は
。

市
長　

①
自
主
的
な
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
・
地
域
活
動
の
奨
励
や
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
支
援

等
、
様
々
な
活
動
に
参
加
で
き
る

機
会
の
拡
充
に
努
め
て
い
る
。

生
涯
学
習
部
長　

②
高
齢
者
を
対

象
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
施
策
や
ふ
ち

ゅ
う
カ
レ
ッ
ジ
１
０
０
単
位
事
業

等
、
更
に
、
市
民
と
行
政
が
共
に

参
画
す
る
生
涯
学
習
施
策
を
進
め

て
い
く
。

都
市
建
設
部
長　

③
市
役
所
を
始

め
、
主
な
市
内
29
か
所
の
公
共
施

設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
、
整
備

が
完
了
し
て
い
る
。
今
後
は
、
市

内
全
域
に
み
ち
づ
く
り
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
整
備
事
業
を
進
め
て
い
く
。

　

中
河
原
駅
周
辺
対
策
に
つ
い
て
●
小

中
学
校
校
庭
の
芝
生
化︵
草
地
化
︶に
つ

い
て

田
中　

慎
一
議
員　

各
地
の
入
浴

施
設
で
レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌
に
よ
る
事

故
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。

　

市
内
の
諸
施
設
に
つ
い
て
も
心

配
さ
れ
る
が
、
特
に
、
市
の
助
成

で
建
設
さ
れ
た
老
人
福
祉
施
設
等

に
つ
い
て
は
、
市
に
、
そ
の
管
理

責
任
が
あ
る
と
思
う
。
事
故
防
止

に
つ
い
て
万
全
か
聞
き
た
い
。

福
祉
保
健
部
長　

市
内
入
浴
施
設

に
つ
い
て
は
、
保
健
所
に
よ
る
一

斉
点
検
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
結
果

か
ら
、
ど
の
施
設
も
安
全
で
あ
る
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
浴

施
設
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
保
健

所
と
連
携
し
適
切
に
対
応
し
た
い
。

　

安
全
管
理
面
で
は
、
各
施
設
へ

の
指
導
や
報
告
を
今
後
も
徹
底
し
、

事
故
防
止
に
努
め
た
い
。

　

市
長
の
方
針
で
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る

１
億
円
枠
予
算
の
考
え
方
及
び
政
策
優

先
順
位
と
の
関
連
に
つ
い
て
●
市
民
に

や
さ
し
い
特
色
の
あ
る
、
府
中
市
版
セ

ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
施
策
の
推
進
に

つ
い
て
●

エ
コ
食
器
類
な
ど
の
使
用
を
、

府
中
市
の
学
校
教
育
施
設
な
ど
で
、
幅

広
く
導
入
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か

に
つ
い
て

遠
田　

宗
雄
議
員　

現
在
の
日
本

社
会
は
、
﹁
効
率

性
や
利
便
性
﹂
が

求
め
ら
れ
る
あ

ま
り
、
ス
ピ
ー

ド
を
重
視
す
る

考
え
が
横
行
し

て
い
る
。
そ
の

結
果
、
多
く
の

人
が
過
度
の
ス

ト
レ
ス
や
不
満

を
積
み
重
ね
て

い
る
。

　

そ
こ
で
、
﹁
ス

ロ
ー
﹂
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
﹁
人
に
や

さ
し
い
ま
ち
﹂
府
中
市
の
ま
ち
づ

く
り
、
人
づ
く
り
に
つ
い
て
聞
き

た
い
。
①
難
聴
通
級
指
導
学
級
の

市
内
中
学
校
へ
の
設
置
の
考
え
は

②
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
取
組

み
は
③
Ｅ
Ｍ
菌︵
有
用
微
生
物
群
︶

を
利
用
し
た
多
摩
川
の
水
質
改
善

へ
の
取
組
み
は
。

学
校
教
育
部
長　

①
市
内
中
学
校

へ
の
設
置
予
定
は
な
い
が
、
対
象

生
徒
へ
は
、
隣
接
市
の
学
級
へ
通

学
す
る
交
通
費
を
支
援
し
て
い
る
。

都
市
建
設
部
長　

②
京
王
電
鉄
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
、
西
武
鉄
道
へ
申
し

入
れ
、
強
く
要
望
し
て
い
く
。

環
境
安
全
部
長　

③
農
工
大
学
と

Ｅ
Ｍ
菌
の
共
同
研
究
が
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
。

高
野　

律
雄
議
員　

文
化
や
ス
ポ

ー
ツ
な
ど
の
分
野
で
、
府
中
市
に

ゆ
か
り
の
あ
る
人
達
が
活
躍
す
る

こ
と
は
ま
ち
の
誇
り
で
あ
り
、
そ

の
活
躍
を
た
た
え
る
こ

と
が
郷
土
愛
を
は
ぐ
く

む
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　

市
内
に
は
、
大
企
業

の
工
場
や
関
連
施
設
等

が
多
く
、
全
国
レ
ベ
ル

で
活
躍
す
る
ア
ス
リ
ー

ト
︵
競
技
者
︶
が
多
数
在

籍
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う

な
市
内
企
業
の
ア
ス
リ
ー
ト
の
活

躍
を
広
く
伝
え
る
た
め
の
情
報
発

信
コ
ー
ナ
ー
設
置
の
考
え
は
。

　

ま
た
、
よ
り
一
層
Ｐ
Ｒ
を
す
る

方
法
が
あ
る
か
聞
き
た
い
。

生
涯
学
習
部
長　

市
内
に
在
籍
す

る
ア
ス
リ
ー
ト
を
応
援
し
、
そ
の

存
在
を
市
民
に
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
は
大
切
と
考
え
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
広
報
や
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
し
て
、
更

に
、
ア
ス
リ
ー
ト
の
活
躍
や
試
合

日
程
な
ど
を
知
ら
せ
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。
ま
た
、
情
報
発
信

コ
ー
ナ
ー
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

課
題
と
し
た
い
。
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市内のアスリート

情報発信やＰＲを行う考えは

広報やホームページ等を通して

　　　　より一層ＰＲしていく

人にやさしいまちづくり

　　駅のバリアフリー化は

今後も鉄道会社へ

　　強く要望していく

誰もが安心して暮らせるまちづくり

　　　　　市 の 取 組 み は

福祉や生涯学習等

幅広い分野で充実に努めている

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策

　
　
　

家
庭
用
焼
却
炉
の
早
期
処
分
は

広
報
等
で
法
令
の
趣
旨
や
回
収
の

　
　
　

Ｐ

Ｒ

を

徹

底

し

て

い

く

地
方
分
権
の
財
源
移
譲

　
　
　
　
　

国　

の　

動　

向　

は

本
年
６
月
に
改
革
案
が

　
　
　
　
　

提

出

さ

れ

る

予

定

性
同
一
性
障
害
者
等
の

　
　
　

社

会

環

境

改

善

の

考

え

は

職
員
一
人
ひ
と
り
の
認
識
が
必
要

　
　
　

窓
口
対
応
を
徹
底
し
て
い
く

「スロー」をキーワード

レジオネラ菌

老人福祉施設の浴槽は万全か

点検の結果どの施設も安全

　今後も指導を徹底したい


